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今
日
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
業
の
基
本
課
題
は
、
農

業
生
産
性
向
上
と
そ
れ
に
よ
る
農
家
所
得
増
大

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
近

年
注
目
を
集
め
て
い
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
生
産
に
焦

点
を
お
き
、
こ
れ
を
現
在
進
行
中
の
農
地
改
革
計

画
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
振

興
策
と
の
関
連
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
そ
し

て
、
具
体
的
事
例
と
し
て
農
地
改
革
受
益
者
か
ら

構
成
さ
れ
る
協
同
組
合
の
役
割
を
紹
介
す
る
。

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
生
産
の
特
殊
性

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
は
、
近
年
世
界
的
に
需
要
が
増
大
し

て
い
る
パ
ー
ム
油
の
原
料
で
あ
る
。
パ
ー
ム
油
は
伝

統
的
に
は
食
用
（
即
席
麺
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
な
ど
の

揚
げ
油
、
マ
ー
ガ
リ
ン
な
ど
）
、
非
食
用
（
洗
剤
、
塗
料
、

化
粧
品
な
ど
の
原
料
）
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
原
油
に
代
表
さ
れ
る
鉱
物
燃
料
の
価
格
高
騰

受
け
、
バ
イ
オ
燃
料
の
利
用
が
世
界
的
に
拡
大
し
て

い
る
。
二
〇
〇
五
年
以
来
、
パ
ー
ム
油
は
植
物
性
油

脂
の
な
か
で
大
豆
を
抜
い
て
首
位
の
座
に
あ
る
。

パ
ー
ム
油
の
生
産
は
歴
史
的
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
、
そ

し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
集
中
し
て
き
た
。
二
〇
〇
六

年
の
生
産
量
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
一
六
八
三
万
㌧
、

マ
レ
ー
シ
ア
が
一
五
七
〇
万
㌧
と
両
国
で
世
界
生
産

の
八
九
・
三
％
に
達
し
て
い
る
。

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
生
産
の
特
徴
は
次
の
三
点
に
あ
る
。  

第
一
に
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
樹
は
一
度
植
樹
す
る
と

二
五
年
間
天
候
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
く
、

野　

沢　

勝　
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フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
生
産
と
協
同
組
合

年
間
を
通
じ
て
収
穫
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
大
豆
油

な
ど
植
物
油
は
毎
年
種
蒔
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
収
穫
時
期
、
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ

な
い
の
で
単
位
当
た
り
年
間
油
収
量
は
大
豆
油

の
一
二
・
五
～
一
八
・
七
倍
に
達
す
る
。

第
三
に
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
果
実
で
あ
る
パ
ー
ム
果

房
の
加
工
を
二
十
四
時
間
以
内
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

新
鮮
な
果
実
に
は
油
脂
を
加
水
分
解
す
る
強
力
な

リ
パ
ー
ゼ
が
存
在
し
、
果
肉
を
傷
つ
け
る
と
細
胞
膜

が
損
傷
し
リ
パ
ー
ゼ
に
よ
る
加
水
分
解
が
開
始
し
て

し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
パ
ー
ム
果
房
の
収
穫
、
輸
送

は
注
意
深
く
、
し
か
も
迅
速
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
果
房
は
で
き
る
だ
け
迅
速
に
蒸

熱
し
て
リ
パ
ー
ゼ
を
失
格
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
製
油
工
場
の
多
く
は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
近
接
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
パ
ー
ム
果
房
を
搬
送
す
る
輸
送
手
段
と
し
て
大
型

ト
ラ
ッ
ク
を
配
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
加
え
て
受
入

れ
る
工
場
側
も
安
定
的
な
収
穫
量
確
保
の
た
め
栽
培

契
約
方
式
を
と
っ
て
い
る
。
か
く
し
て
協
同
組
合
の

形
成
が
不
可
欠
で
あ
り
、
協
同
組
合
介
入
に
よ
る
ア

ブ
ラ
ヤ
シ
生
産
は
、
仲
買
商
人
排
除
に
つ
な
が
る
。

包
括
的
農
地
改
革
計
画
と
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
生
産
は
一
九
六
〇

年
代
に
二
八
〇
㌶
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
開
設
さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
。
し

か
し
そ
の
後
の
増
産
は
進
ま
ず
、
パ
ー
ム
油
生
産

は
二
〇
〇
六
年
に
四
万
㌧
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
わ

ず
か
〇
・
二
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
国
内
需
要
は
生

産
の
五
・
〇
倍
で
あ
り
、
生
産
は
需
要
増
大
に
対
応

で
き
ず
に
い
る
。
パ
ー
ム
油
生
産
が
注
目
さ
れ
た

の
は
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
で
、
価
格
が
比
較
的
安

価
で
か
つ
利
用
範
囲
が
広
い
た
め
、
パ
ー
ム
油
に

対
す
る
国
内
需
要
が
急
増
し
た
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
一
九
九
七
年
ラ
モ
ス

政
権
下
に
農
漁
業
近
代
化
法
制
定
を
受
け
た
農
漁
業

近
代
化
計
画
の
策
定
が
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
対
象
産
品

の
生
産
を
奨
励
し
、
と
り
わ
け
こ
れ
が
ミ
ン
ダ
ナ
オ

開
発
に
連
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
間
部
門
が
ア

ブ
ラ
ヤ
シ
生
産
に
着
目
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
農
漁
業
近
代
化
法
制
定
と
同
じ
頃
、
ア
キ

ノ
政
権
下
に
成
立
し
た
包
括
的
農
地
改
革
計
画
の
延

長
問
題
が
国
内
で
論
議
さ
れ
、
同
計
画
で
先
送
り
さ

れ
て
き
た
商
業
農
場
の
農
地
改
革
が
着
手
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
過
程
で
、
商
業
農
場
で
あ
る
プ

収穫したアブラヤシ（筆者撮影）
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ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
く
農
地
改
革
受
益
農
民
に
対

す
る
土
地
分
配
に
関
す
る
省
令
が
一
九
九
八
年
に
制

定
さ
れ
、
土
地
所
有
、
農
業
所
得
の
保
証
に
あ
わ
せ
、

規
模
の
経
済
、
生
産
性
の
向
上
が
掲
げ
ら
れ
た
。
そ

の
基
本
ス
キ
ー
ム
と
し
て
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農

民
が
形
成
す
る
協
同
組
合
を
対
象
と
し
た
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
契
約
が
規
定
さ
れ
た
。
そ
の

内
容
は
、
栽
培
契
約
、
借
地
契
約
な
ど
七
項
目
か
ら

な
る
。
こ
の
契
約
の
形
態
の
う
ち
ど
れ
を
選
択
す
る

か
は
、
農
地
改
革
受
益
農
民
ま
た
は
協
同
組
合
が
決

め
る
と
し
、
複
数
の
契
約
か
ら
な
る
複
合
契
約
も
容

認
し
て
い
る
。
か
く
し
て
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
が
農
地

改
革
計
画
の
体
系
に
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
加
え

て
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
内
外
投
資
の
積
極

的
誘
致
を
前
面
に
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
農
地
改
革
の
目
的
が
、
こ
れ
ま
で
の
単
な
る

農
地
所
有
権
の
移
転
か
ら
生
産
性
向
上
を
含
む
と
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
契
約
　

　
と
協
同
組
合

次
に
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
契
約
が
実
際

の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
協
同
組
合
に

ど
の
よ
う
に
取
組
ま
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
問
題
に
直

面
し
て
い
る
か
事
例
を
踏
ま
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

こ
こ
で
考
察
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
協
同

組
合
が
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
契
約
の
ど

れ
を
選
択
し
た
か
の
点
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
協
同

組
合
構
成
員
に
交
付
さ
れ
た
土
地
権
利
証
書
が
個
々

の
農
民
が
自
ら
の
土
地
を
特
定
で
き
る
個・

・別
土
地
権

利
証
書
で
あ
る
の
か
、
土
地
を
特
定
で
き
な
い
集・

・合

土
地
権
利
証
書
で
あ
る
の
か
に
よ
っ
て
ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
契
約
の
選
択
範
囲
が
規
定
さ
れ
る
。

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
・
バ
レ
ー
州
ナ
ブ

ン
ト
ラ
ン
に
所
在
の
Ｎ
協
同
組
合
の
例
で
は
、
個
別

土
地
権
利
証
書
で
あ
り
、
栽
培
契
約
を
締
結
す
る
。

自
ら
の
土
地
を
特
定
で
き
る
こ
と
は
そ
の
農
地
で

生
産
さ
れ
た
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
は
そ
の
農
家
に
帰
属
す

る
か
ら
生
産
増
加
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
。
こ

れ
に
加
え
日
本
政
府
の
資
金
、
技
術
援
助
が
効
果
的

に
機
能
す
る
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
生
産
収
入
は
製
油
工
場

搬
入
時
の
計
量
に
応
じ
た
生
産
コ
ス
ト
を
差
引
い

て
個
別
農
家
に
支
払
わ
れ
る
。
加
え
て
Ｎ
協
同
組
合

で
は
事
業
の
多
角
化
を
進
め
事
業
ご
と
に
独
立
し

た
損
益
勘
定
を
設
定
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
同
州
モ
ン
カ
ヨ
所
在
の
Ｓ
協
同
組

合
は
、
集
合
土
地
権
利
証
書
を
交
付
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
契
約
栽
培
を
選
択
し
た
。
こ
れ
が
軌
道
に
乗
っ

た
の
は
、
ゴ
ム
栽
培
を
し
た
旧
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
農
地
を
移
転
さ
れ
た
が
協
同
組
合
経
営
陣
に
旧

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
社
員
が
参
加
、
ま
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

支
援
で
経
営
技
術
が
伝
授
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
自
ら
の
土
地
を
特
定
で
き
な
い
た
め

生
産
量
を
組
合
員
が
均
等
配
分
す
る
。
こ
の
場
合
に

は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
事
業
の
純
利
益
配
分
と
な
る
。

栽
培
契
約
で
協
同
組
合
が
守
る
べ
き
事
項
は
、

二
四
時
以
内
に
パ
ー
ム
果
房
の
製
油
工
場
搬
入
で
あ

り
、
Ｎ
協
同
組
合
、
Ｓ
協
同
組
合
と
も
ト
レ
ン
ト
に

輸
送
す
る
た
め
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
所
有
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ア
グ
サ
ン
・
デ
ル
・
ス
ル
州
ト
レ

ン
ト
所
在
の
Ａ
協
同
組
合
の
事
例
で
は
集
合
土
地

権
利
証
書
を
交
付
さ
れ
、
組
合
員
は
自
ら
の
土
地
を

特
定
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
生
産
増
加
に
向
け
た
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
も
た
な
か
っ
た
。
そ
し
て
協
同
組

合
に
よ
る
所
有
と
な
っ
た
土
地
を
旧
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
地
主
企
業
に
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
す
る
売
却

地
賃
貸
契
約
を
選
択
し
た
。
こ
の
た
め
契
約
栽
培
に

よ
る
生
産
増
加
を
は
か
る
意
欲
を
欠
落
し
、
借
地
料

収
入
に
依
存
し
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
は
ア
ブ
ラ
ヤ

シ
の
単
位
面
積
あ
た
り
生
産
量
に
反
映
し
、
Ｎ
協
同

組
合
、
Ｓ
協
同
組
合
に
比
較
し
て
低
い
。
農
家
所
得

の
内
容
を
み
て
も
、
主
た
る
内
容
は
、
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
労
働
者
と
し
て
の
賃
金
に
な
っ
て
い
る
。

将
来
展
望
を
踏
ま
え
た
課
題
は
、
い
か
に
し
て
ア

ブ
ラ
ヤ
シ
生
産
の
協
同
組
合
が
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
契
約
に
お
い
て
企
業
家
精
神
を
発
揮

で
き
る
か
、
あ
る
い
は
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

か
で
あ
る
。
Ａ
協
同
組
合
の
場
合
に
は
、
旧
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
企
業
が
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
契
約
栽
培
を
奨

励
し
五
〇
㌶
分
の
栽
培
契
約
し
資
金
融
資
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
Ｎ
協
同
組
合
に
お
い
て
は
、
自
己

資
金
で
一
一
㌶
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
投
資
に
着
手
し
、
自
立
化
を
企
図
し
て
い
る
。

農
地
改
革
受
益
農
家
か
ら
構
成
さ
れ
る
協
同
組
合

が
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い
手
と
し
て
企
業
家
精

神
発
揮
を
誘
導
さ
せ
、
こ
れ
を
支
援
す
る
体
制
の

構
築
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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